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１ 特定事業作成のながれ

１

茅ヶ崎市バリア
フリー基本構想
推進協議会

事務局
（都市政策課）

事業者
説明会

事業者

利用者ヒアリング

まち歩き点検
・

バリアフリー
に関する意見募集

事業調整用
シートの
作成依頼

検討依頼事項
への回答作成

特定事業
（事務局案）
の作成

特定事業の
確認・修正

特定事業（案）
の確認
・

次期基本構想
（素案）の確認

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

R4.9.14

R4.9.21

R4.9.14～10.14

[庁外]R4.8.25
[庁内] R4.9.14

R4.10下旬

R4.10下旬～11下旬

R5.1.10

次
期
基
本
構
想
の
策
定
・
公
表

R5年度

次
期
基
本
構
想
（
案
）
の
作
成

適
宜
調
整

R4.12上旬

R4.12上旬～R5.1下旬

同協議会
市民部会

特定事業の設定に向けて、本協議会後、事業者に対して検討依頼事項への対応を依頼①する予定です。

検討依頼事項への回答を踏まえて、特定事業（事務局案）を作成②し、基本構想への位置づけ③を検討していきます。

① ②

③

事業の難易
度等を踏まえ
て事業者と
調整



２ 事業調整用シートの構成 1/2（例：茅ヶ崎市役所）

２

対象施設・経路の基本情報

現行基本構想の推進管理シート
まち歩き点検
での市民によ
る評価

検討依頼事項①
未完了・継続
事業の検討

検討依頼事項に対す
る回答を踏まえ、今後、
優先事業や市民参加
の必要性を明記



２ 事業調整用シートの構成 2/2（例：茅ヶ崎市役所）

３

【事務局】
事業者の回答を
踏まえて特定事
業案を作成

市民意見に
基づくバリアフ
リー課題

検討依頼事項②
バリアフリー配慮事項【更新版】への対応

検討依頼事項④
実施予定のバリアフリー関連事業

検討依頼事項③
市民意見への
対応方針の検討

【事業者】
修正が必
要な内容
を記載

市民意見に関連する写真を添付

検討依頼事項に対す
る回答を踏まえ、今後、
優先事業や市民参加
の必要性を明記



項目 実施時期 数量 単位 （年度） H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5- 検討中
随時・

定期

計画

変更

実績

改定基本構想への引継ぎ

R4年まち歩き点検等での市民意見

【○】良い点/【△】悪い点・改善点/【□】その他

○視覚障がい者誘導用ブロックが敷設されている。

○廊下幅が広くなり、行き違いもスムーズに通れるように

なった。

△２階以上の床材がカーペット生地で歩きにくく、車いすで

も移動しにくいため、タイルにしてほしい。（エレベーター

内も同様）【写真１】

△視覚障がい者誘導用ブロックがステンレス製で床色との輝

度比が確保されておらず、弱視の方には見えにくい。【写真

２】

新庁舎供用開始に伴い、法令に
適合した階段、階段両側の手す
りを設置した。また、新庁舎周
りの通路には滑りにくい素材を
使用した。

●

事業内容

全体
移動等円滑化基準に沿った建物に改修
する。

短期
移動等円滑化基準に沿った建物に改修す
る。

― ―

●優先事業

◇市民参加

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想
具体的な事業内容

規模 実施時期 事業に関する補足や検討状況、

変更点など
完了

継続意向

※１
具体的な内容

６．現行基本構想の未完了・継続事業 該当事業者のみ 特定事業の具体的な内容（特定事業計画） 事業実施状況 完了・継続事業の評価

４

３ 事業調整用シートの作成方法（事業者への検討依頼事項）

検討依頼事項① 未完了・継続事業の検討

現行基本構想の未完了・継続事業について、次期基本構想への継続意向を確認します。

１ ２

１ 次期基本構想への継続意向として該当する凡例を選択してください。

※１ 継続意向凡例 内容

事業継続 現行基本構想の事業内容を次期基本構想に位置づける

見直し 事業実施時期や事業内容を見直して次期基本構想に位置づける

削除 次期基本構想に位置づけない（事業を削除）

２ で選択した凡例について、具体的な内容をご記入ください。

で選択した凡例 内容 記入例

事業継続 事業実施に際し留意する点 • 事業実施段階に市民との意見交換を希望 等

見直し
実施時期や事業内容の具体的
な見直し内容

• 予算の確保が難しいため「実施時期・方法検討中」に変更
• 設備更新が難しいため●●に代替 等

削除 事業削除の具体的な理由 • 構造的に対応が困難なため 等

１

１

市民意見に基づく
バリアフリー課題



番号

特定事業案（事務局作成欄） 改定基本構想への位置づけ

項目 事業内容（事務局案）

７．バリアフリー配慮事項【更新版】

バリアフリー配慮事項【更新版】 実施時期

※２
具体的な事業内容

実施時期

※２
修正が必要な内容

●優先事業

◇市民参加↓事業化が可能な配慮事項を記載

５

３ 事業調整用シートの作成方法（事業者への検討依頼事項）

検討依頼事項② バリアフリー配慮事項【更新版】への対応

バリアフリー配慮事項【更新版】に基づくセルフチェックを実施いただき、該当する課題への対応について事業化
（特定事業等への位置づけ）をご検討いただきます。

１ 事業種別のバリアフリー配慮事項【更新版】をご確認いただき、事業化が可能な項目について、番号と配慮事項を
記載してください。

１ １ ２ ３

２ で記載したバリアフリー配慮事項について、事業化する際の実施時期について該当する凡例を選択してください。１

※２ 実施時期凡例 内容

ハード

短期 直ぐに取り組む事業【R5～R6年度に実施する事業】

中期 簡易な調整が必要な事業【R７～R９年度に実施する事業】

長期 煩雑な調整が必要な事業【R１０～R14年度までに実施する事業】

ソフト
随時対応・
定期実施

随時または定期的に実施する事業

バリアフリー検討課題
R14年度までの事業実施に向けて実施時期や方法等について検討する事業
※現段階での特定事業への位置づけが難しい事業（事業化が可能となったタイミングで特定事業に追加）

３ で記載したバリアフリー配慮事項について、事業化する際の具体的な内容（実施年度、実施箇所、数量、方法等）
をご記入ください。

１



改定基本構想への位置づけ

案内所

８．市民へのヒアリング・まち歩き点検等で挙がった市民意見

バリアフリー課題

出入口から奥まった位置にありわかりにくく、見つけにくい。

特定事業案（事務局作成欄）

項目 事業内容（事務局案）

コミュニケーション支援ボードや手話対応がない。よく質問される項目を整理した上でコミュニ

ケーション支援ボードを作成し、常備してほしい。

ローカウンター上に触知案内板やパンフレット等が置かれていて、車いす使用者がすぐに利用でき

ないため、撤去してほしい。【写真７】

実施時期

※２
修正が必要な内容

●優先事業

◇市民参加
項目

対応方針

※３
具体的な事業内容

６

３ 事業調整用シートの作成方法（事業者への検討依頼事項）

検討依頼事項③ 市民意見への対応方針の検討

市民へのヒアリング調査やまち歩き点検、バリアフリー関する意見募集で出たバリアフリー課題に対して対応方針
をご検討いただきます。

１ 市民意見に基づくバリアフリー課題に対して、該当する対応方針の凡例を選択してください。

１ ２

※３ 対応方針凡例 内容

○ ： 短期 短期的な対応（R5～R6年度に実施）を検討

□： 中期 中期的な対応（R７～R９年度に実施）を検討

■：長期 長期的な対応（R１０～R14年度に実施）を検討

♯：継続 随時または定期的な対応を検討

※ ：課題 R14年度までの事業実施に向けて実施時期や方法等について検討

✕：対応困難 課題として認識はしているが、構造面・費用面等の理由から対応が困難

― ：対応済 既に対応が完了、または既に特定事業等に位置づけ実施中

＊：該当なし 課題に該当しない場合や、指摘事項が不明瞭で対応の検討が困難

市民意見に
基づくバリアフリー課題

特定事業への

位置づけを検討

現段階での事業化
は難しいが「バリア
フリー検討課題」と
して整理（事業化が
可能となったタイミ
ングで特定事業に
追加）



で選択した凡例 内容 記入例

○ ： 短期 □： 中期
■：長期 ♯：継続

事業化する際の具体的な内容
（実施年度、実施箇所、数量、方
法等）

• １階と３階のバリアフリートイレにオストメイト対応設備を設
置する（１階はＲ７年度、３階はＲ９年度に実施予定）

• 年に２回、窓口対応に関する職員研修を実施する 等

※ ：課題
R14年度までの事業実施に向
けて検討や調整が必要な内容

• 道路事業者と協議のうえ、実施時期・方法について調整す
る 等

✕：対応困難 課題への対応が困難な理由 • 構造的に対応が困難 等

― ：対応済
課題への対応に関する具体的な
内容、関連する特定事業内容

• トイレの案内としてピクトグラムを追加設置済
• 「（特定事業内容）」を設定し、Ｒ６年度に対応予定 等

＊：該当なし 課題に該当しない理由 • 平屋のためエレベーターの設置は不要 等

改定基本構想への位置づけ

案内所

８．市民へのヒアリング・まち歩き点検等で挙がった市民意見

バリアフリー課題

出入口から奥まった位置にありわかりにくく、見つけにくい。

特定事業案（事務局作成欄）

項目 事業内容（事務局案）

コミュニケーション支援ボードや手話対応がない。よく質問される項目を整理した上でコミュニ

ケーション支援ボードを作成し、常備してほしい。

ローカウンター上に触知案内板やパンフレット等が置かれていて、車いす使用者がすぐに利用でき

ないため、撤去してほしい。【写真７】

実施時期

※２
修正が必要な内容

●優先事業

◇市民参加
項目

対応方針

※３
具体的な事業内容

７

３ 事業調整用シートの作成方法（事業者への検討依頼事項）

検討依頼事項③ 市民意見への対応方針の検討

市民へのヒアリング調査やまち歩き点検、バリアフリー関する意見募集で出たバリアフリー課題に対して対応方針
をご検討いただきます。

２

１ ２
市民意見に

基づくバリアフリー課題

で選択した凡例について、具体的な内容をご記入ください。

１

１



事業内容

９．実施予定のバリアフリー関連事業 特定事業案（事務局作成欄） 改定基本構想への位置づけ

項目 事業内容（事務局案）
実施時期

※２
修正が必要な内容

●優先事業

◇市民参加
項目

実施時期

※２
具体的な事業内容

８

３ 事業調整用シートの作成方法（事業者への検討依頼事項）

検討依頼事項④ 実施予定のバリアフリー関連事業

事業者側で認識している課題への対応や、今後実施予定のバリアフリー関連事業を記載いただきます。

１ 事業者側で認識している課題への対応や、今後実施予定のバリアフリー関連事業がありましたら、こちらに記載を
お願いします（項目の欄は空欄でも構いません）。

１ １ ２ ３

２ で記載いただいた内容について、事業化する際の実施時期について該当する凡例を選択してください。１

※２ 実施時期凡例 内容

ハード

短期 直ぐに取り組む事業【R5～R6年度に実施する事業】

中期 簡易な調整が必要な事業【R７～R９年度に実施する事業】

長期 煩雑な調整が必要な事業【R１０～R14年度までに実施する事業】

ソフト
随時対応・
定期実施

随時または定期的に実施する事業

バリアフリー検討課題
R14年度までの事業実施に向けて実施時期や方法等について検討する事業
※現段階での特定事業への位置づけが難しい事業（事業化が可能となったタイミングで特定事業に追加）

３ 特定事業に位置づける際の具体的な内容（実施年度、実施箇所、数量、方法等）をご記入ください。


